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奥出雲町肉用子牛共進会を開催 
きらり★輝く地域づくり 
ひとり親家庭を支援します　児童扶養手当制度
令和元年度国民健康保険税の年税額が決まりました
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人　口
男
女
世帯数

わたしたちの町わたしたちの町
１２，５６７人
６，０７３人
６，４９４人
４，８０６世帯

7月1日現在
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国蝶オオムラサキ放蝶会国蝶オオムラサキ放蝶会

今月号の主な内容
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【お問い合わせ先】
　ＮＰＯ法人しまね医療情報ネットワーク協会　電話：0853ｰ22ｰ8058

【お問い合わせ先】町民課戸籍グループ　有線：31ｰ5103　電話：54ｰ2510　

ホッケー女子8カ国国際大会観戦バスツアー実施！
～優勝はインドチーム　準優勝は日本代表「さくらJAPAN」～

　令和元年度第１回奥出雲町肉用子牛共進会
が、6月7日に仁多中央家畜集合所において開催
されました。この会は、肉用牛の改良増殖と畜産
経営の発展を目的に開催されており、町内9地区
および奥出雲町農業公社から選ばれた37頭の肉
用子牛が出品され、審査員によって個体審査、比
較審査が行われました。会場には町内の畜産関
係者が訪れ、審査の様子を見守っていました。 

　6月1日、勝田町長と塔村教育長が島根県を訪問されていたヴ
ァルマ駐日インド大使と面会し、インドホッケーチーム誘致活動
の協力をお願いしました。また、14日には、ヴァルマ大使の協力
により、国際大会のため来日していたインドナショナル女子チー
ムのコーチ4名と面会する機会をいただきました。コーチから、
奥出雲町の活動について感謝の言葉を述べられ、町でのキャン
プ実施について興味を示されました。引き続き、町の施設や環
境について情報提供し、誘致活動を継続します。

　6月15日から23日にかけて、広島県で開催された女子8カ国国際大会に
出場したインドチームと日本代表「さくらJAPAN」の試合観戦バスツアー
に仁多・横田中学校ホッケー部員と町内小学生40名が参加しました。「さ
くらJAPAN」には横田高校出身の山下選手、景山選手、小早川選手が選
出されており、参加者は大声援を送りました。インドチームは優勝し、秋

に開催されるオリンピックの
最終予選の出場権を獲得しま
した。開催国として出場権を
獲得している「さくらJAPAN」
は準優勝に輝き、最優秀ゴー
ルキーパーに景山選手が選ば
れました。

　6月23日、横田公園多目的広場で、夏期総合訓練
と操法大会が行われ、各地区の消防団員が参加し
ました。操法大会には、小型ポンプの部に13チー
ムが出場し、結果は次のとおりでした。
小型ポンプの部
　優　勝　阿井分団第4部　76点
　準優勝　鳥上分団第3部　73.5点
　第３位　横田分団第5部　70.5点
総合の部
　優　勝　鳥上分団　70.5点
※今年度から大会運営方法の見直しにより、ポン
プ車の部は3年に1度。小型ポンプ車の部は3年
に2度行われます。

　6月8日に、吾妻山友の会主催の吾妻山山開きが
吾妻山第二駐車場で行われました。
　勝田町長をはじめ地元関係者と吾妻山がまたが
る庄原市の関係者などが出席し、登山者の安全を
祈願しました。
　登山客が安全に楽しく山登りができるよう、登
山道や大膳原キャンプ場周辺の整備は、吾妻山友
の会をはじめとする地域のボランティア活動によっ
て支えられています。

吾妻山の山開き町消防団夏期総合訓練
　　並びに第１１回消防操法大会

まめネットとは・・・
 『まめネットカード』をお持ちの皆様のカルテ情報を県内の様 な々医療機関で共有するネットワークです。
このような方におすすめ
　①複数の医療機関を受診されている方　　③複数の薬の処方を受けている方
　②持病、アレルギーをお持ちの方　　　　④小さなお子様、ご高齢の方
登録方法
　右のステッカーのある医療機関へお越しください。
　同意書をご記入頂くとその場でまめネットカードが発行されます。

まめネットでつながるわっ！！

　「通知カード」及び「個人
番号カード交付申請書」と一
緒にお届けしている個人番号
カード交付申請書の送付用封
筒（返信用封筒）について
は、差出有効期間が平成29年
10月4日になっている場合で
も、令和４年5月31日まで切
手を貼らずに、そのまま使用
することができます。

　「地方公共団体情報システム機構」のホーム
ページ（「マイナンバーカード総合サイト」）
上に、申請者自身で印刷して利用可能な封筒様
式（下記の２パターン）が掲載されていますの
で、ダウンロードしてお使いいただけます。
（ダウンロードできない場合は役場 町民課及
び税務課にもあります。）
　● 定型封筒に宛名用紙を貼付けるもの
　● 封筒を組立てるもの

○ 送付用封筒がない方○ 差出有効期間切れの返信用封筒は

個人番号カード交付申請書の送付用封筒についてのお知らせ

連携カルテ医療機関
しまね医療情報ネットワーク

▲左から2番目がヴァルマ大使

▲特選賞首席みつふく8に
　メダルを掛ける勝田町長

▲エスコートキッズとして
　参加児童が選手とふれあい

▲安全祈願の様子▲操法大会の様子

▲「インドチーム」と「さくらJAPAN」に声援を送るツアー参加者

奥出雲町肉用子牛共進会を開催 奥出雲町肉用子牛共進会を開催 

（審査結果）

順位 名号 出品者（地区） 
特選賞首席
特選賞２席
特選賞３席
特選賞４席
特選賞５席
団体優勝   
 

みつふく８ 
みつひら 
しんかつしげ 
てるこ
あきひかり
三成支部

藤原　トミ子（横田） 
友塚　妙子（三成） 
奥出雲町農業公社繁殖育成センター
長谷川　隆壽（阿井） 
若槻　秀雄（阿井） 

2020東京オリンピック　インドホッケーチーム誘致活動
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「奥出雲町プレミアム付商品券」を販売します
～住民税が課税されていない方・子育て世帯向け～

　ふるさとの鉄道であるJR木次線を利用して遠足や団体旅行に出かけてみませんか？
　沿線自治体などで組織する木次線利活用推進協議会では、町内幼児園、小・中・高等学校の生徒、先生
の皆さんが、遠足等で列車を利用した際の切符代助成を行います。

助成事業名 助成額
木次線利用促進事業費助成金（団体利用促進事業） ５０,０００円以内／１申請

　１０月の消費税増税に伴い、住民税が課税されていない方・子育て世帯の消費に与える影響を
緩和するため、また、地域における消費を喚起することを目的に「奥出雲町プレミアム商品券」
の販売を行います。

　商品券について
　対象の方一人あたり、総額２５,０００円分の商品券を、２０,０００円で購入することができ
ます。 
　対象となる方で以下の①と②の両方の要件に該当する方は両方とも対象になります。 
　商品券は５回に分けて購入できます。 
　（１回あたり５,０００円分の商品券を４,０００円で購入できます。） 

　商品券が使える期間は、令和元年１０月～令和２年２月の予定です。 
　※ 未使用の商品券について返金はできません。 

　対象となる方
　次の①または②の条件にあてはまる方が購入できます。 
　①【平成31年度分の住民税が課税されていない方】 
　　ただし、住民税が課税されている方に扶養されている方（生計を一にする配偶者・扶養親族等）、
　　生活保護を受けている方は対象となりません。 　
　②【平成２８年４月２日生まれから令和元年９月３０日生まれまでの子どもがいる世帯】
　　対象となるお子さんの人数分、商品券を購入することができます。 
　
　
※①の対象の方には７月末、②の対象の方には９月末に文書を送りますので、
ご確認ください。

※予算に限りがございますので、お早めにご相談下さい。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

検索 もっとつながる木次線

　住民提案型きらり輝く地域づくり事業とは
　住民組織が町と連携・協働により、特色ある地域づくりの推進を図ることを目的として、住民自ら主体的に企
画・実施する公益性のあるまちづくり事業に対し、予算の範囲内において交付金を交付するものです。
　今年度は以下の事業が採択されました。

【お問い合わせ先】地域づくり推進課　有線：31ｰ5262　電話：54ｰ2524

ＪＲ木次線の普通列車を利用して行う貸切企画列車や団体旅行、研修利用等に対し、50,000円以内を
助成します。①10名以上の団体利用、②JR木次線を利用区間に含む、③普通列車が対象、④交付額は
購入金額の1/2以内、⑤1人につき片道あたり500円以内、⑥他の助成や割引制度との併用は不可。

助成事業名

【活用コース例】　※（　）内が助成対象
学校　　  駅　 （列車利用）　　目的地　  バス利用  　　学校

助成額
ＪＲ木次線遠足等利用促進事業費助成金 ２００円／人

遠足、学校行事等でＪＲ木次線を利用した幼児園、小・中・高等学校の生徒、先生に対し、１人につ
き１乗車２００円以内を助成します。往復利用の際には、片道料金の２回分を交付対象とし、ＪＲ木
次線と他路線を併せた利用についても同様。

ふるさとの鉄道を
ぜひご利用ください。

緑の募金へのご協力
　　　　ありがとうございました。
　４月から５月にかけて町民の皆さまに協力いただき
実施しました緑の募金について、町内では６７１,３００
円（６月末現在）の募金をいただきました。この募金
は、町内をはじめ県内の各小中学校緑の少年団活動
や、各種団体が行う緑化推進事業に活用されます。
【お問い合わせ先】
　農林土木課
　電話：（０８５４）５２－２６７３
　（島根県緑化推進委員会ホームページ）
　http://www.shimane-green.or.jp/

奥出雲町の情報公開等の
　　　 運用状況について
　平成３０年度中に実施した情報
公開等を公表します。
＜公文書公開＞
　公開請求は０件でした。
＜個人情報の開示等＞
　開示請求は０件でした。
【お問い合わせ先】
　総務課総務情報グループ　
　有線：３１ー ５２２４
　電話：５４ｰ２５０５

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

JR木次線を利用した学校遠足、貸切列車などへの
　　　　　　　　　　切符代助成制度のご案内

【お問い合わせ先】木次線利活用推進協議会（事務局：地域づくり推進課）
　　　　　　　　 ホームページ）http://kisuki-line.jp/　　　　　
　　　　　　　　 有線：31ｰ5262　電話：54ｰ2524　FAX：54ｰ0052　

【お問い合わせ先】

助 成 事 業 採 択 団 体
戦国武将馬來氏と馬木の歴史を語り継ぐ事業
たたら炭技術伝承
芝桜植栽による農地景観保全及び食文化の体験交流会
郡を元気にするプロジェクト
馬木地区小森神楽の保存伝承
ミサワーソニック２０１９
奥出雲ブック・フェスタ２０１９
蔵王権現の史跡伝承と登山道保全活動
三成本町通り　新鮮あたご市（軽トラ市）
地域住民と帰省者の交流事業
交流の輪を広げ、人づくり、地域づくりによる持続可能な町づくり
学びをもっと楽しく！奥出雲の自然や文化を生かした教育を進める事業
稲田発　神話の里交流事業

戦国武将馬來氏と馬木の歴史を語る会
きのこ会
農事組合法人石原里田
郡もりあげ隊
馬木地区神楽保存会
ミサワーソニック実行委員会
奥出雲町読み語りボランティアネットワーク
蔵王権現を守る会
三成本町通り商店会
八川盆ボンフェスティバル実行委員会
奥出雲わくわくサタデースクール
奥出雲教育ネットワーク
稲田自治会　稲田初神話の里交流事業専門委員会

奥出雲町役場福祉事務所  
有線：３１ー ５３７３
電話：５４ｰ２５４１

結婚・子育て応援課
 有線：２０ｰ４２７１
 電話：５２ｰ２２０６


